
                       

１１月１１日（火）１３時３０から、愛知県自動車会館５F 第１会議室におい

て教育委員会並びに特認・推奨工場部会合同研修会が開催され、組合員および賛

助会員含め１８名が参加しました。 

冒頭、金原特認工場部会長の挨拶のあと、中部運輸局自動車技術安全部の杉本

整備課長様と、整備課河野専門官様により「最近の自動車整備行政の動きについ

て」とテーマとして講話がありました。休憩をはさんで、質疑応答があり、組合員からの質問に対して

杉本整備課長様、河野専門官様から丁寧な説明を受け、一部持ち帰りの内容については愛車協の事務局

へ回答する旨報告がありました。 

その後、理事長の挨拶と飯島教育委員長から高度化講習のお知らせとともに閉会の挨拶をもって盛況

のうちに研修会は終了しました。 

１１月１１日（火）１０時から愛車協事務局において、理事長及び専務理事立

会いのもと、金原監事・加藤監事により今年度上半期の監事監査が行われました。 

昨年度、団体交渉のため大手企業の組合員が抜けたことにより斡旋手数料が大

幅に減少しており厳しい状況が続いている旨説明を行いました。監査の結果、決

算書類はすべて適正に処理されているとの報告をいただきました。 

１２月４日（木）１４時００分から、愛車協事務局及び各事業場において

今年度２回目のZoom 会議を開催しました。総務委員会は、正副理事長及

び専務理事、特認工場部会長、推奨工場部会長、青年部会長のメンバーで構

成されています。 

冒頭平岩理事長の挨拶から始まり、１７日に開催される理事会に向けて議題等の審議を行いました。

組合員の新規入会について、令和７年度上半期の決算報告、来年度の車体整備士養成講習開催有無等

について検討した結果、審議事項についてすべて承認を得ることができました。

特定整備工場制度開始に伴う取得済工場数は、１１月末現在愛知県全体で4,103 工場（愛整振情報）

が電子制御装置整備を取得しており、愛車協組合員（１３４社）の取得者数は次のとおりです。 

① 整備主任者等資格取得講習受講済者数：１４7 人 

② 電子制御装置整備認証取得事業者数：１２３社 

③ ②の内電子制御装置整備のみ（分解整備未取得）取得事業者数：３１社 

※今回、間宮自動車工業様が電子制御装置の特定整備を取得されました。 
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尾北支部において先日１１月１６日・１７日の2 日間、組合員の親睦を兼ねた研修旅

行が開催され、５名の参加者で兵庫・大阪で研修を行いました。 

１日目はキリンビール神戸工場と菊正宗記念館の見学へ行き親睦を深めました。 

２日目は賛助会員の（株）堀内・堀内社長のご案内・ご同行のもと石原ケミカル（株）本社・研究施

設とロックペイント（株）本社・研修センターの見学及び実技講習を行いました。 

２日間に渡って大変興味深い研修内容で見聞を広め、神戸の美味しい料理とともに交

流を深めることが出来ましたとの報告がありました。 

愛車協が加入している「愛知県自動車盗難防止協議会」が先日１１月２２日（土）

～２４日（月）に開催された“ジャパンモビリティショー名古屋２０２５”にブース

を出展したため協力団体として愛車協も運営のお手伝いをしてまいりました。 

実際の盗難車の展示のほか、盗難防止グッズやポスターの展示など盗難防止の啓発

を行うとともに、景品がもらえる「クイズラリー」や「子供警察手帳作成コーナー」

が設けられました。なかでも愛車協事務局がお手伝いしていた「子供警察手帳作成コ

ーナー」は大人気で１日中ほぼお客様が途絶えることがありませんでした。 

ちなみに、この３日間で訪れた人は１０１万人だったそうです。次回は２年後にな

りますが、次の機会には盗難防止協議会のコーナーも訪れてみては如何でしょうか。 

１２月３日（水）に第１回の高度化車体整備技術講習が開催されました。今年度は「ガ

イドライン編」として、飯島教育委員長をはじめ藤本委員、赤梅委員を講師として、国

土交通省が発出したガイドラインに沿って各種情報の記録・保存やユーザーへの適切な

作業内容・料金等の説明について講義が行われました。受講者は、座学の他整備車両

の実際の撮影手法など熱心に見聞を行っていました。最後に効果測定の試問が行わ

れ、皆優秀な成績で修了いたしました。次回は令和８年２月８日（日）となりますの

で申込みをしている方は忘れずに受講して下さい。

今年度の愛車協事務局の年末年始の休業は令和７年１２月２９日（月）から令和８年１月４日（日）

までとなります。大変ご迷惑をおかけいたしますがご理解・ご協力いただきますようによろしくお願い

いたします。 

早いもので２０２５年も残りわずかとなりました。私にとって今年はまさしく“あっ”という間に過

ぎた１年でした。この半年間、組合員の皆様には大変ご迷惑をおかけしたにもかかわらず温かい目で見

守っていただきましたこと、この場をお借りして御礼申し上げますと共に、愛車協の事務局としても皆

様から多大なご協力とご理解をいただき、心より感謝申し上げます。２０２６年も皆さまと共にこの愛

車協を盛り立てていきたいと思いますので、引き続きご支援とご協力をよろしくお願い申し上げます。

この冬も寒さが厳しくなると思われますがくれぐれも体調に気を付けていただくとともに、少々早い

ですが組合員の皆様良いお年をお迎えください。 




